
京（みやこ）・食の安全衛生管理認証制度実施要領 

 
制定 平成２３年１０月１日 

 

第１ 趣旨 

この要領は、京（みやこ）・食の安全衛生管理認証制度実施要綱（以下「要綱」という。）の運用

に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

第２ 食品等事業者の特例 

要綱第２第１号に規定する別に定める事業者とは、食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）（以

下「法」という。）第５５条又は食品衛生法等の一部を改正する法律（平成３０年法律第４６号）

第２条の規定による改正前の法第５２条の規定により許可を受けた事業者、法第５７条の規定によ

り届出を行った事業者と委託契約等を締結し、実質的にその営業施設で調理等の行為を行う事業者

をいう。 

２ 実質的にその営業施設で調理等の行為を行う事業者名による認証申請等を行う場合は、許可を受

けた事業者又は届出を行った事業者との間の委託内容を証する書類又は写しを添付するものとする。 

 

第３ 営業施設の特例 

要綱第２第２号に規定する別に定める施設とは、次の各号の要件を満たす京都市外にある製造施

設をいう。 

  (1) 京都市内に本社若しくは営業施設等を有していること。 

  (2) 原則として、京都市外にある製造施設を所管する都道府県等が実施する食品衛生に係る認証

等を取得していること。ただし、都道府県等が実施する食品衛生に係る認証制度等がない場合

は、この限りではない。 

 

第４ 認証マークの定義 

要綱第１４第２項に規定する認証マークとは、別紙「京（みやこ）・食の安全衛生管理認証マーク

の取扱要項」に定めるとおりとする。 

 

第５ 認証マークの使用者 

市長は、要綱第１４第１項の規定に基づき、認証書の交付を受けた食品等事業者に対し、認証マ

ークの使用を認めるものとする。 

 

第６ 認証マークの使用の範囲 

  食品等事業者は、次の各号に掲げるいずれかに該当する場合において認証マークを使用できるも

のとする。 

  (1) 認証を取得した施設に掲示する場合 

  (2) 認証を取得した施設で製造若しくは調理・加工した製品を販売する施設に掲示する場合 

  (3) 認証を取得した施設で製造若しくは調理・加工した製品の容器包装に表示する場合 

  (4) 認証を取得した施設で使用する配送車両又は運搬容器に表示する場合 



  (5) 自己の印刷物や広告物及びホームページにおいて、認証を取得していることを紹介する場合 

  (6) その他市長が適当であると認める場合 

 

第７ 認証マークの使用の制限 

認証マークは、次の各号のいずれかに該当する場合は使用することができないものとする。 

  (1) 自己のシンボルマーク又は商標として使用する場合 

  (2) 要綱第１５の規定に基づき認証を取り消された場合 

  (3) 要綱第１６の規定に基づき認証の辞退等を行った場合 

  (4) その他市長が不適当と認める場合 

 

第８ 認証マークの使用料 

  認証マークの使用料は無料とする。 

 

第９ 認証マークのデータの提供 

市長は、使用者に対して認証マークの電子データの取扱いについて教示し、本要領の適正な運用

に努めるものとする。 

２ 使用者は、電子データを適正に管理しなければならない。 

 

第１０ 認証マークについての報告及び調査 

  市長は、使用者に対し認証マークの使用状況について報告を求め、調査することができる。 

２ 市長は、前項により認証マークの使用が適切でないと認める場合は、使用者に使用を中止させる

ことができる。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要領は、平成２３年１０月１日から施行する。 

（廃止） 

２ 従前の京（みやこ）・食の安全衛生管理認証制度実施要領は廃止する。 

（施行期日） 

３ この要領は、令和３年６月１日から施行する。 



 

別紙 

 

京（みやこ）・食の安全衛生管理認証マークの取扱要項 
 

１ 認証マークのデザイン 

  認証マークのデザインは、次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 表示色等 

  表示は、カラー表示又は単色表示とする。配色及び書体については、提供する電子データ又は次

のとおり表示すること。また、天地、左右の比率は変えないこと。 

「京・食の安全衛生管理認証」の文字は、表示・非表示いずれでも可とする。 

 

 
カラーで使用する場合の色指定 モノトーンで使用する場合の色指定 


